
レポートレポートレポートレポートのののの総括総括総括総括    
    

 第 2 期長野県食と農業農村振興計画（以下、「振興計画」という。）レポートは、「長野県食と農

業農村振興の県民条例」第８条に規定された、県が講じた食と農業・農村の振興に関する施策の実

施状況の長野県議会への報告及び概要公表となるものであるとともに、食と農業・農村の振興に関

して県が講じた施策の状況や背景、今後の対応について、広く県民の皆さんにわかりやすく情報提

供することを目的に作成した年次報告書です。 

その概要は以下のとおりです。 

 

 
 

■■■■農業農村総生産額農業農村総生産額農業農村総生産額農業農村総生産額    

平成 2５年産の農業農村総生産額(推計)は、前年に比べ 104 億円の増の 3,021 億円（対前年

比 103.6％）となりました。 

主な品目別では、果樹の生産量が春先の凍霜害等の気象災害により減少したものの、野菜、畜

産、きのこの価格が上昇し、全体では増加となりました。 

� 農産物産出額農産物産出額農産物産出額農産物産出額    

平成 2５年産の農産物産出額(推計)は 2,822 億円(対前年比 103.5%)となりました。 

これは、米が全国的な豊作基調により供給過剰傾向となり価格が下落したことや、果樹が春先

の凍霜害などの気象災害により減収となったものの、はくさいの夏場の計画生産の徹底などによ

り、野菜の価格が全般に堅調に推移し、大幅に増加したことや、需要に見合った適正生産の取り

組み等によりきのこの価格が上昇したためで、全体では前年に比べ96 億円の増額となりました。 

� 農業関連産出額農業関連産出額農業関連産出額農業関連産出額    

平成 2５年産の農業関連産出額(推計)は、199 億円（対前年比 104.2％）となりました。 

これは、水産が減少したものの、6 次産業化の取組が進んだことや、都市農村交流人口が増加

したことから、農産加工、観光農業で増加したためで、全体では前年に比べ８億円の増加となり

ました。 
 

  長野県の農業農村総生産額（長野県推計） 

区  分 
22 年 

（基準年） 
24 年 25 年 

前年対比 
25 年/24 年 

29 年 
（目標年） 

目標対比 
25 年/29 年 

農業農村総生産額 
億円 

2 908 

億円 

2 917 

億円 

3 021 

％ 

103.6 
億円 

3 050 
％ 

99.0 

 農産物産出額 2 738 2 726 2 822 103.5 2 800 100.8 

農業関連産出額 170 191 199 104.2 250 79.6 

    

    

    

進捗管理を行っている 29 指標３１項目のうち、１４項目で平成 2５年度の単年度目標を達成

しました。達成率 8 割以上を合わせると 2８項目でした。 

また、振興計画最終年（平成 2９年）目標を達成した項目（■）は２項目でした。 

 

１１１１    食と農業・農村の経済努力目標の進捗状況食と農業・農村の経済努力目標の進捗状況食と農業・農村の経済努力目標の進捗状況食と農業・農村の経済努力目標の進捗状況        

【振興計画目標を達成した 14 項目】 

□経営を法人化した経営体の数 

□集落営農数 

□実需者ニーズの高い県オリジナル品種の普及面積（米）  

□実需者ニーズの高い県オリジナル品種の普及面積（麦・大豆・そば） 

□販売額 20 億円以上の野菜品目  

□生産量全国１位の花きの品目  

□信州サーモン生産量 

２２２２    達成指標の進捗状況達成指標の進捗状況達成指標の進捗状況達成指標の進捗状況    

■信州プレミアム牛肉の認定頭数 

□農業用水の安定供給及び排水機能が確保される農地面積 

□県が主催する商談会における農業者等と食品産業等との成約件数 

□六次産業化法に基づく総合化事業計画の認定数 

■都市農村交流人口 

□地域ぐるみで取り組む農地・水・環境の保全活動面積 

□農業用水を活用した小水力発電の容量 
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施策展開施策展開施策展開施策展開 1111：：：：夢ある農業を実践する経営体の育成夢ある農業を実践する経営体の育成夢ある農業を実践する経営体の育成夢ある農業を実践する経営体の育成    

〇 高度な経営知識・経営技術を習得する「信州農業ＭＢＡ研修」や農業経営改善セミナー等を開

催し、企業的農業経営体を育成（7,708 経営体→H25：7,947 経営体（以下記載数値は H24 年と H25 の対比））

するとともに、長野県農業再生協議会による農業経営コンサルタントの経営改善支援などの取組

により法人化を促進（809 法人→849 法人）しました。 

○ 「人・農地プラン」に基づく中心的経営体へ、農地集積協力金の交付などにより農地集積・集

約化を図る（38％→40％）とともに、地域農業を支える集落営農組織を育成しました。（234 組織→237

組織） 

○ 新規就農者の育成については、県内外の就農希望者に地域の就農情報をわかりやすく情報発信

するWEBサイト「デジタル農活信州」を開設するなど、市町村・ＪＡと連携し、相談から就農・

定着までステップアップ方式による支援に取り組みました。（246 人→245 人） 

 

施策展開施策展開施策展開施策展開２：２：２：２：自信と誇りを持てる信州農畜産物の生産自信と誇りを持てる信州農畜産物の生産自信と誇りを持てる信州農畜産物の生産自信と誇りを持てる信州農畜産物の生産    

○ 土地利用型作物については、人・農地プランに位置づけられた担い手への農地利用集積による

規模拡大や経営所得安定対策により将来にわたって地域の水田農業を担う効率的な経営体の育

成を進めました。 

○ 米では、環境にやさしい農産物認証や長野県原産地呼称管理制度認定米の取組を推進し、消費

者に選ばれる米の生産を進めました。（環境にやさしい米づくり面積 1,251ha→1,290ha）また、良食味

で高温登熟障害の回避が期待できる県オリジナル品種「風さやか」（17ha→182ha）への転換を推進

しました。 

○ 麦・大豆・そばでは、実需者ニーズに沿った県オリジナル品種の普及面積拡大を図りました。

（538ha→623ha） 

○ 果樹では、シナノスイート、ナガノパープルなどの果樹オリジナル品種の生産拡大（1,486ha→

1,601ha）を進め、特色ある果樹産地の構築を進めました。また、りんご新わい化栽培については、

フェザー苗木の供給が不足し目標値は下回ったものの栽培面積の拡大（132ha→172ha）を図りまし

た。 

○ 野菜では、責任ある野菜産地として、マーケット需要に対応できる産地づくりを進めるととも

に、契約取引による加工・業務用野菜の推進など需要の変化に対応できる産地づくりを進めまし

た。（20億円以上の野菜品目数 11 品目→11 品目） 

○ 花きでは、生産体制の維持・拡大により目標を上回る全国１位の品目数（7品目→7品目）を確保

しましたが、きのこでは、生産量全国１位の品目数で目標を下回りました。（3品目→3品目） 

○ 水産では、信州サーモンの安定生産が行われるとともに、商談会や三大都市圏での販路開拓な

どに取り組み、生産量は拡大（300ｔ→315ｔ）しました。 

○ 畜産では、安心でこだわりのある畜産物の生産を進め、目標を大幅に上回る信州プレミアム牛

肉を生産（1,942 頭→2,988 頭）するととともに。、良質な自給飼料の生産を支援しました。 

○ 環境農業については、環境にやさしい農業の取組を点から面へ拡大するため、関連制度の取組

拡大を進め、エコファーマー組織数については増加（132 組織→155 組織）しましたが、信州の環境

にやさしい農産物認証面積については前年を下回りました。（1,607ha→1,537ha） 

○ 農産物の安全性の確保については、放射性物質検査の継続や農薬の適正使用の推進を図りまし

た。また、ＧＡＰの推進では、指導者の養成などにより前年より拡大したものの、農産物直売所

における取組の遅れにより、目標は下回りました。（15％→16％） 

○ 農地・水（生産基盤の整備）については、地域農業がめざす姿の実現に向け、区画整理や農道

整備、かんがい施設などの一体的な整備を進めました。また、基幹的農業水利施設の維持管理や

長寿命化対策を進めました。（H25：3,174ha） 

３３３３    施策の展開施策の展開施策の展開施策の展開別実施状況別実施状況別実施状況別実施状況    

夢に挑戦する農業夢に挑戦する農業夢に挑戦する農業夢に挑戦する農業    
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○ 遊休農地の再生活用では、人・農地プランの作成を通じた地域の合意形成や市町村、農業委員

会等と連携した取組により再生を進めました。（遊休農地の再生活用面積 606ha→597ha） 

○ 技術開発と普及では、高温期でも安定して栽培できるトルコギキョウ（長花交 35号）や、き

り花品質に優れる純白のリンドウ（長花交 33号）等を育成しました。また、飼料自給率を向上

させる交雑牛飼養技術などを開発し、生産現場への普及・定着を進めました。 

    

施策展開施策展開施策展開施策展開３：３：３：３：信州ブランドの確立とマーケットの創出信州ブランドの確立とマーケットの創出信州ブランドの確立とマーケットの創出信州ブランドの確立とマーケットの創出    

〇 信州農畜産物のブランドの確立については、「おいしい信州ふーど（風土）」宣言に基づき、シ

ンポジウムの開催やキャラバン隊・ＷＥＢによるＰＲ活動のほか、大使による情報発信や新たに

公使、名人の任命を行い「おいしい信州ふーど（風土）」の認知度向上を図りました。 

（県内 24％→40％） 

〇 販路拡大では、マーケットの分析結果や情報等を活用した商談会の開催により、成約件数は目

標を上回りました。（目標：50 件→H25：71 件） 

〇 ６次産業化では、県下の農業関係団体、経済団体、金融関係機関、行政機関などが参加する「信

州６次産業化推進協議会」を設立し、６次産業化を目指す事業者を支援したことにより、六次産

業化法に基づく総合化事業計画の認定数は、全国３位の件数に増加（60 件→78 件）しました。 

    

    
    

施策展開施策展開施策展開施策展開４：４：４：４：農村コミュニティの維持・構築農村コミュニティの維持・構築農村コミュニティの維持・構築農村コミュニティの維持・構築    

〇 中山間地域等におけるコミュニティの維持・強化では、中山間地域農業直接支払事業により、

集落の話し合いに基づく共同活動を支援し、中山間地域における耕作放棄の発生を防止し多面的

機能の増進を図りました。 

〇 都市住民との交流を促進するため、交流の拠点施設整備を支援するとともに、情報誌やホーム

ページでの情報発信、農作業体験・学習旅行の誘致を支援することなどにより、都市農村交流人

口は増加（557,478 人→608,073 人）しました。 

 

施策展開施策展開施策展開施策展開５：５：５：５：地産地消と食に対する理解・活動の促進地産地消と食に対する理解・活動の促進地産地消と食に対する理解・活動の促進地産地消と食に対する理解・活動の促進    

〇 地産地消を県民運動として盛り上げるため、地産地消「信州を食べよう」キャンペーン推進委

員会と連携し、様々なイベントを通じて地産地消の啓発・普及を行いました。 

〇 農産物直売所について、統廃合などにより店数は減少したものの、信州・長野県観光協会と連

携し観光キャンペーンを実施するなど魅力を広く発信し、生産者と消費者との顔が見える関係を

推進しました。（直売所数 827 店→809 店） 

〇 食育の推進では、食育ボランティア数（18,118 人→17,994 人）をほぼ目標どおり確保するととも

に、栄養教諭の配置の拡充などにより学校における食育の推進を一層強化しました。 

 

施策展開６施策展開６施策展開６施策展開６：：：：美しい農村の維持・活用美しい農村の維持・活用美しい農村の維持・活用美しい農村の維持・活用    

〇 農地や農業用水路等の農村資源や農村環境を保全するため、農地・水保全管理支払事業などを

活用し、水路の泥上げや補修、草花の植栽など地域ぐるみで行う共同活動を支援しました。（保全

活動面積 23,719ha→24,710ha） 

〇 野生鳥獣対策では、野生鳥獣被害対策チームが市町村等と連携し、集落ぐるみによる被害対策

の体制整備を進めることなどにより、農業被害金額は前年度より減少しました。 

〇 農業用水を活用した小水力発電では、取組を推進するため研修会やキャラバン隊による出張相

談会を開催するとともに、発電施設の建設支援などにより、発電容量は目標を上回りました。

（220kW→1,868kW） 

皆が暮らしたい農村皆が暮らしたい農村皆が暮らしたい農村皆が暮らしたい農村
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平成25年度から「第2期長野県食と農業農村振興計画」がスタートし、基本目標である「夢をか

なえ人を結ぶ信州の農業・農村」の実現をめざし、長野県が有する豊かな自然環境を享受しながら

有効に活用し、食と農及び消費者と農業者の結びつきの深まりを基盤に位置づけ、意欲ある農業者

の目標たる夢の実現と、人と人の交わりによる農村の新たな魅力や活力の創出に向けた取組を実施

してきました。 

この一年の間に、国際経済連携の進展や国では農政改革を進めるため「農林水産業・地域の活力

創造プラン」をとりまとめるなど、農業・農村を取り巻く環境は急速に変化しています。 

このような中、国の農業・農村政策の強化や制度変更に伴う現行計画の必要な見直しを行いなが

ら、引き続き6つの施策展開を基本方向とし、施策を展開していきます。 

    

    

    

    

施策展開施策展開施策展開施策展開 1111：：：：夢ある農業を実践する経営体の育成夢ある農業を実践する経営体の育成夢ある農業を実践する経営体の育成夢ある農業を実践する経営体の育成    

〇 地域資源を活用し、経営戦略を持って経営目標の実現に取り組む企業的経営体が、本県の農業

生産の主力となる農業構造を目指します。 

〇 このため、新規就農者の誘致を積極的に進め「日本一就農しやすい長野県」を実現するため、

農大改革を進めるとともに、県内の市町村やＪＡ等の就農情報を一元的に発信するなど、新規就

農者の誘致や定着に意欲的に取り組む地域を重点的に支援します。 

〇 また、「人・農地プラン」の実践を通じて、地域農業の担い手を明確にし、プランに位置づけ

られた中心的経営体の経営力の向上や経営の多角化・複合化を進めるとともに、集落営農の組織

化・法人化を進め、安定的な中心経営体の育成を進めます。 

〇 さらに、農地中間管理事業を活用して、担い手への農地集積・集約化を一層加速化していきま

す。 

 

施策展開施策展開施策展開施策展開２：２：２：２：自信と誇りを持てる信州農畜産物の生産自信と誇りを持てる信州農畜産物の生産自信と誇りを持てる信州農畜産物の生産自信と誇りを持てる信州農畜産物の生産    

〇 土地利用型作物については、地域の農業を担う意欲ある農業者や集落営農組織等への農地の利

用集積を図りつつ、米の販売力の強化や稲作経営体への需要のある作物の導入などを支援し、水

田農業経営の強化を進めます。 

〇 園芸作物については、市場評価の高いオリジナル品種の生産拡大や需要に見合った産地別・時

期別の適正生産やマーケット需要に対応できる産地づくりを進めるなど、本県園芸産地の持続的

発展に向けた取組を支援します。 

〇 畜産については、安全でこだわりやおいしさを持つ畜産物の生産をさらに拡大するとともに、

良質な自給飼料生産の拡大を支援し、農家の経営安定と強化を進めます。 

〇 環境農業については、エコファーマー制度や信州の環境にやさしい農産物認証制度の面的な拡

大を一層進め、信州の豊かな自然環境を最大限に活かした農産物の生産拡大を進めます。 

〇 農業生産基盤の整備については、担い手への農地集積を加速化するほ場の条件整備や基幹的農

業水利施設の機能診断に基づく長寿命化対策など計画的に事業を進めます。 

〇 遊休農地対策については、再生・活用に向け、農業関係団体と連携した啓発活動を始め、再生・

活用の地域合意が整った農地については「農地中間管理事業」の有効活用を進めます。 

〇 技術開発と普及については、農業関係試験場において、食味や品質に優れる県オリジナル品種

等の育成を進めるとともに、生産現場の問題解決や長期的な展望に立った革新的な技術開発を産

官学連携で取り組み、農業改良普及センターを通じて農業者へ迅速な普及を進めます。 

 

 

夢に挑戦する農業夢に挑戦する農業夢に挑戦する農業夢に挑戦する農業    

４４４４    今後今後今後今後の展開方向の展開方向の展開方向の展開方向    
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施策展開施策展開施策展開施策展開３：３：３：３：信州ブランドの確立とマーケットの創出信州ブランドの確立とマーケットの創出信州ブランドの確立とマーケットの創出信州ブランドの確立とマーケットの創出    

〇 信州農畜産物のブランド化については、「おいしい信州ふーど（風土）」の地域ぐるみでの取組

を促進するため、10 広域に設置した地域推進協議会による活動を進め、県民自らの情報発信を

強化し、更なる認知度の向上・消費拡大を図ります。 

〇 海外への販路拡大については、輸出に意欲的な農業者・事業等で構成する「長野県農産物等輸

出事業者協議会」が行う新興市場の開拓や商談活動などを支援するとともに、オールジャパンで

の輸出促進にも積極的に参加するなど、輸出額の増大を図ります。 

〇 ６次産業化の推進については、市町村や農業関係団体、経済団体、金融機関等が参加した「信

州６次産業化推進協議会」及び 10 広域に設置した地域協議会が、6 次産業化に向けた農業者の

新たな事業展開を支援します。 

 
 
 
 

施策展開施策展開施策展開施策展開４：４：４：４：農村コミュニティの維持・構築農村コミュニティの維持・構築農村コミュニティの維持・構築農村コミュニティの維持・構築    

〇 農業生産を維持するための集落営農組織の育成や、集落の話し合いに基づく共同活動の促進、

中山間地域における農業生産活動等を支援し、農村コミュニティの維持・強化を図ります。 

〇 都市農村交流を通じて農山村地域の振興を図るため、都市住民と農業者の交流を促進するため

の活性化施設の整備等を支援します。 

〇 また、農家民宿や農家レストランなど農業・農村が持つ地域資源と観光資源を組み合わせた６

次産業化の取組を支援します。 

 

施策展開施策展開施策展開施策展開５：５：５：５：地産地消と食に対する理解・活動の促進地産地消と食に対する理解・活動の促進地産地消と食に対する理解・活動の促進地産地消と食に対する理解・活動の促進    

〇 「おいしい信州ふーど（風土）」宣言に掲げる地産地消の推進を県民運動として進めるととも

に、農産物直売所の情報発信力の強化や「おいしい信州ふーど（風土）」ＳＨＯＰの登録拡大に

より信州農畜産物の利用を拡大します。 

〇 また、学校訪問を通じて信州農畜産物の学校給食への利用拡大や食文化への理解を深めるとと

もに、関係部局と連携した食育の推進や農村女性グループ活動を通じて、地産地消や食文化の伝

承を推進します。 

 

施策展開６施策展開６施策展開６施策展開６：：：：美しい農村の維持・活用美しい農村の維持・活用美しい農村の維持・活用美しい農村の維持・活用    

〇 農地や農業用水路等の農村資源や農村環境を保全するため、多面的機能支払などを活用し、地

域ぐるみで行う水路等の管理や農業用施設の長寿命化のための補修・補強などの共同活動を支援

します。 

〇 野生鳥獣被害の低減対策として、集落自らが被害対策に取り組めるよう、引き続き、集落ぐる

みでの捕獲体制の構築や侵入防止柵・捕獲機材の導入等について支援します。 

〇 農村資源の利活用対策については、農山村において農業と調和のとれた再生可能エネルギーの

導入が進むよう、農業用水を活用した小水力発電や太陽光発電、きのこ廃培地等のバイオマス資

源の利活用等の促進を支援します。特に、小水力発電の普及拡大を図るため、市町村や土地改良

区等への事業化に向けた支援を行います。 

〇 防災・減災対策については、農地や農業集落等を災害から守るため、地すべり防止対策や老朽

化したため池等の補強や改修を計画的に進めます。 

 

 

皆が暮らしたい農村皆が暮らしたい農村皆が暮らしたい農村皆が暮らしたい農村
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